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グリーンビルディングという言葉が一般的になってきて

います。日本では、一般財団法人建築環境・省エネルギー

機構（IBEC）と一般社団法人日本サステナブル建築協会

（JSBC）で進められているサステナブルビルディングや環

境対応型のビル、あるいはスマートビルディングという形

で普及してきています。米国から世界的な広がりを見せて

いるLEEDもグリーンビルディングの認証システムのひと

つとして話題に上がる機会が増えてきていますが、LEED

の最新の情報などを日本語で紹介する記事はまだまだ少な

い状況です。今回CM協会機関誌への寄稿をさせていただ

くにあたり、一般社団法人グリーンビルディングジャパン

（GBJ）の活動を通してわかるLEEDの最近の動きを中心

にご紹介したいと思います。

LEEDの勢い：
LEED（Leadership  in  Energy  and  Environmental 

Design）は、米国グリーンビルディング協会／ U.S. Green 

Building Council （USGBC）が開発、またグリーンビルデ

ィング認証協会／ Green Building Certification Institute 

（GBCI）が運用しているグリーンビルディングの認証シス

テムです。準備期間も含めた約20年の歴史の中でマーケ

ットの期待に呼応するように数回のバージョンアップを経

て、ここ7 〜 8年爆発的に広がりを見せてきています。

次のグラフは年次ごとにLEED認証を受けたプロジェク

ト数の推移です。

数年前までは、認証を受けたビルの数は数百件レベルだ

ったのに比較して、現在は総計で約15,000件が認証を受け

ています。また、これから認証を受けようとしている登録

物件数も合わせると約65,000件に上ります。LEEDは新規

にデザイン・建設する単体のビルの認証からスタートし

て、既存のビル、テナントビルとテナントスペース、また

建物が集まった地域など、認証の対象を増やしてきまし

た。昨年11月から運用を始めた新しいバージョンでは建

物用途別の種類も増やし、学校、ホテル、病院、データセ
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ンタなどの認証を含めると21種類の認証カテゴリーが用

意されています。

LEEDは米国政府主導でもなく、また大学などの研究機

関だけでもなく、民間を含めた広い意見を集約して発展し

てきました。端的な例としては、今回新しいバージョンを

運用開始するまでに3年半かけて、広くマーケットから意

見を聞き、それと並行して解説本、トレーニングの教材、

認定プロフェッショナルの試験などを準備し、百件以上の

パイロット物件で細部の整合性を確認してから正式リリー

スをしています。特筆すべきはこれらの確認作業の多くが

ボランティアで支えられているという点です。単に認証の

仕組みだけではなく、それを支える人的リソース、インタ

ーネットベースの申請・審査、教育制度、試験制度など、

世界にある他のどの認証システムと比べても間違いなく一

番のインフラを持っているとUSGBCとGBCIの関係者は

胸を張っています。LEEDに携わる人たちが一斉に集まり、

EXPOとカンファレンスが行われるGREENBUILDという

イベントが毎年行われますが、一昨年のGREENBUILDで

USGBC CEOのRick Fedrizziは、「私たちは正しかったし、

それを進めて行く」といった主旨のメッセージを発してい

ました。数年前までLEEDは、いろいろと批判を受けるこ

ともありました。認証を取るのに時間がかかる、費用がか

かる、厳しすぎる、評価内容が偏っている、認証を取って

もかならずしもグリーンビルディングとは言えない、米国

以外では使いづらいなど。

LEEDはこのような批判を受けつつも、それぞれの問題

に対応し結果的には総合的にいい評価を受け、LEEDの取

得が地方条例で義務化されたり、税制の優遇を受ける条件

になるなど多くの賛同・支持（advocacy）を得て発展し

てきています。

LEEDは認証システムですが、USGBCは自分たちの目

標をLEEDの普及だけとは考えていません。USGBCの使

命はMarket Transformation（マーケットトランスフォー

メーション：社会変革）と考えています。LEEDが普及し

て物件数が増えることはUSGBCにとってもちろん歓迎す

べきことですが、LEEDの普及によって本当に達成したい

ことは、現在のマーケット全体をよりグリーンに変えてい

くということです。敷地の選定、通勤を含めた人々の移動

の仕方、建物や地域のデザインに盛り込まれる考え方、建

設方法、材料の選択やリサイクル、エネルギーや水などの

リソースの最適利用、計画どおり運用されているかのコミ

ッショニング、竣工後はもちろん建設中の期間を含めた

人々の健康、メンテナンスや清掃も含めた自然環境への配

慮など、すべての分野でどうすればグリーンにできるかを

認証システムを通じて問いかけ、その考え方が普及するこ

とによってグリーンであることが特別ではなく、普段の生

活の中に意識されていなくても反映されているといった社

会にしていきたいというのがミッションです。このような

Market Transformationの概念は広くLEED関係者の中で

共有されています。実例としては、既存ビルの評価項目の

ひとつで、ビル内の清掃に使う洗浄剤がグリーンの認定を

受けていることという条件がLEEDの評価項目となったた

めに、多くのメーカーがそれに対応する製品を開発・販売

して、その業界のスタンダードになり販売が増えたことが

紹介されています。このようにグリーンビルディングの認

証項目の要求水準をマーケットがガイドラインとして利用

することで、社会がグリーンなり、またグリーンに関係す

る産業が発展していくといった事例は増えてくると予想さ

れます。

このように勢いのあるLEEDの将来を考える上で今後の

方向性を示すキーワードが三つあります。インターナショ

ナル、ACPs、健康です。

キーワード 1　インターナショナル：
もちろんLEEDは今でも米国・カナダ地区が中心的なエ

リアですが、米国以外のインターナショナルな地域のプロ

ジェクト総フロア面積が40%を超えてきています。今後も

この傾向は増えていくと予想されますし、その動きを加速

する準備が続けられています。

１）まず、多言語化への取組みです。例えば、解説本、プ

ロフェッショナル認定者試験、そして認証プロセスその

ものも多言語化する作業が進められています。優先順

位をつけて徐々に進められていますが、ポルトガル語、

イタリア語、中国語、フランス語、スペイン語、アラビ

ア語などはすでに着手され運用が始まったものもあり

ます。USGBCのホームページも今年中には多言語にな

る予定です。解説本は主に翻訳作業ですが、より大変な

のは試験や認証の多言語化です。それぞれの言語で審査



─ 26 ─

CMAJ 機関誌　2014 年 5 月号　Vol. 38

できる審査員の養成などが大きな課題ですが、プライオ

リティの高い特定の言語に関してはすでに最終段階に

あると紹介されています。

２）もうひとつ大きな動きは、LEED International Round-

tableです。LEEDは、米国以外の国や地域で使う場合

にどうしても使いづらい点があります。それらを解消し

ていくために、すでにLEEDが普及しているあるいは普

及しつつある国の代表が集まって、それぞれの地域や国

の抱える問題を話し合い、LEEDの発展をサポートして

いこうというものです。すでに30の国と地域が参加し

ていて、日本からも一般社団法人グリーンビルディン

グジャパン（GBJ）が、昨年から参加しています。グリ

ーンビルディングの認証システムは、それぞれ主要な国

にあり、世界的な連絡協議会 WGBC（World Green 

Building Council） も組織されています。各国からひと

つの認証システムが代表して参加するということでLEED

も米国のシステムとして、また、日本からCASBEEも代

表として参加されています。WGBCの場合は連絡機関

としての意味合いが強く、それぞれの認証制度を統合し

ていくといった動きははっきりとは見られません。LEED 

International Roundtableは、One LEEDとして世界中

どこでもLEEDを使えるようにしていくという積極的な

目標を持って組織されています。

３）それと同時に、LEEDを中心にグリーン認証システム

同士が相互利益を目指してアライアンスする動きがあり

ます。実例としては、英国のシステムであるBREEAM

のCO2 削減項目15クレジットをLEEDのエネルギーパ

フォーマンス関連28ポイントとして置き換えるといっ

た協定が 2012 年 3 月に結ばれました。これは LEED 

International  Roundtable  of  European  roundtable 

membersの成果でBREEAMとLEEDの二つの認証を

進めているプロジェクトの費用と時間を削減できるとい

うことで歓迎されています。GBJ も Asia roundtable 

membersの一員として日本から同様の発信・活動がで

きないか検討しています。

４）　このような動きの中で必要なのが単位の統一です。

LEEDはこれまでU.S. customary unitということで、ヤ

ード・ポンド法を主に使ってきましたが、新しいバージ

ョンからはメートル法を使うあるいは併記するように変

わってきています。

キーワード 2　ACPs：
Alternative Compliance Paths （ACPs）は、グリーンビ

ルディングの評価をするために基本的に定められている要

求項目を別の方法で達成する方法です。例えば室内環境に

関して基本の要求基準はASHRAE（米国基準）で示され

ていますが、一部をCES（ヨーロッパ基準）で置き換え

て達成していいと認められています。同様の方法で、

LEEDの基本的な要求基準は変えずに、同等のパフォーマ

ンスを認められる基準が他の国際基準に、あるいはそれぞ

れの国や地域にあれば、それらをACPsとして取り入れて

いくという姿勢が明確になってきています。一例として

は、エネルギーマネージメント・コミッショニングに関し

てISO50001の認証を受けている場合にLEEDの相当する

クレジットに置き換えられるようにする研究が進められて

います。USGBCが中心となってISO50001とLEEDの両方

の認証をすでに受けているヨーロッパやアジア地区のプロ

ジェクトの協力を得て、どこまで共通点があるか、評価用

の提出文書を共通化できないかなどの調査を進めていま

す。GBJもJISのような日本の基準で読み替えることが

ACPsとして使えるようにできないか、例えばフィルタ

ー、屋根材の反射率、エネルギーモデリングなどいくつか

のテーマで、打ち合わせをUSGBCと始めています。

キーワード 3　健康：
昨年のGREENBUILDの中で強調されたテーマが健康で

す。建物で消費されているエネルギーや他のリソースを制

御したいというのがグリーンビルディング認証の始まりと

いえますが、建物にはもう一つの重要な側面があります。

当たり前ですが実際に人々がその中で多くの時間を過ごし

ているということです。職場、住宅、ショッピング、病院、

学校など多くの方が9割近くの時間を何らかの建物の中で

過ごしているという統計もあります。その建物で体に害を

及ぼすかもしれない材料が使われていたり、温度管理や換

気が不十分だったり、空気中の粉塵が十分に取り除かれて

いなかったりしたとしたら、どれだけエネルギー消費をコ

ントロールしていてもグリーンビルディングとは呼べませ

ん。LEEDの新しいバージョンでは、評価項目の各所にこ
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の点を踏まえた改訂がされています。一例としては建物の

ライフサイクルにわたって人や環境へのインパクトが少な

いことが証明されている製品・材料を選択して、そのリス

トを提出した場合にポイントが付くクレジットが新設され

ています。また、米国主要企業が健康に害のない建設材料

を研究・普及させる活動に巨額の資金をUSGBC提供する

など一昨年から広がりを見せています。

日本で LEEDは使えるか／増えるか？：
日本でLEEDの認証を取得された、あるいは取ろうとさ

れているプロジェクト数は100件に迫ってきています。

グローバルにオペレーションを展開している会社が、日

本を含めて各国の施設・運用の仕様を決める際にLEEDを

スタンダードとして使っていくケースは増えつつありま

す。実際に新たな建設計画の際に入札の条件としてあるい

はプロジェクトオーナーからの指示として、LEEDの取得

を目指すケースが増えてきています。今後日本で予定され

ている国際的なイベントなどでも施設計画にグローバルな

基準が使われていくことが予想されます。先ほどご紹介し

たキーワードにもあるとおりLEEDのインターナショナル

化が進んでいくので、今までのような「LEED＝米国だけ

の認証で米国外は例外的・限定的」といった認識は薄れて

いくと思われます。

日本ではすでにいわゆるグリーン化が進んだ建物が多く

あり、また今後も多く計画されていますが、測るものさし

が違うために、あるいは使っている言葉が違うために、す

でに十分にLEED認証を取れる仕様・性能であっても、あ

えてLEED認証を目指す必要はないと考えられているケー

スが多かったと思います。LEEDのインターナショナル化

が日本ですぐに実現できるものではありませんが、徐々に

進むことによってハードルも下がり、また関心も増えるこ

とで、LEED認定の取得を検討されるケースは増えてくる

のではないでしょうか。

一般社団法人グリーンビルディングジャパン（GBJ）
の設立：

GBJは、米国グリーンビルディング協会（USGBC）と

連係を取りLEEDの認証を目指す方々、関心のある方々の

サポートをしていくために、ボランティアで活動する日本

の組織として昨年3月に設立されました。次の3つを活動

の目的に掲げています。

１）LEED International Roundtable のメンバーになるこ

とを通じて、日本でLEEDを使う際の障害を減らしてい

けるよう、アジアのメンバーとともにアドバイザーとし

てUSGBCに働きかける。

２）LEEDの評価システムに関心を持っている日本の方々

や企業に、タイムリーな情報や公式のトレーニングを提

供する。

３） サステナビリティを評価するためのツールとして世界

的に認められているLEEDを通じて、先進的な日本のシ

ステム、製品、サービスをグローバルに情報発信できる

機会を提供する。

すでに各種セミナーを提供するなど好評を得ています。

ご興味のある方はホームページを参照ください。

http：//www.gbj.or.jp/

Page 13: Where They Are: Top 10 Countries with LEED-Certified and LEED-Registered Projects

COUNTRIES AND

TERRITORIES

TOTAL

LEED

PROJECTS

COUNTRIES AND

TERRITORIES

TOTAL

LEED

PROJECTS

COUNTRIES AND

TERRITORIES

TOTAL

LEED

PROJECTS

COUNTRIES AND

TERRITORIES

TOTAL

LEED

PROJECTS

Dominican

Republic
6

United States

of America

(including

Territories)

45,539

French Southern

Territories
28

Bangladesh 36

Paraguay 2

Brunei

Darussalam
3

4
Netherlands

Antilles

Mauritius 3

Tanzania 3

Trinidad and

Tobago
2

Bosnia and

Herzegowina
1

Libyan Arab

Jamahiriya
2

Papua New

Guinea
2

New Zealand 2

Australia 33

Viet Nam 33

Lebanon 32

Romania 32

Switzerland

Netherlands

Austria

Egypt

25

26

28

Belgium

Oman

Denmark

Jordan

Portugal

Indonesia

Kuwait

Serbia 16

16

19

24

19

18

17

17

16

Bahrain

Bulgaria

Pakistan

Uruguay

Guatemala

15

14

14

14

Morocco

South Africa

Nigeria

Djibouti

Slovakia 10

10

13

13

12

11

Honduras 6

El Salvador 7

Kazakhstan 7

Kenya 6

Nepal 10

Ecuador 9

Greece 8

Bahamas 7

Cayman Islands 6

Hungary 38

Israel 41

Russia Federation 41

Panama 45

Zambia 2

Norway

Bermuda

Haiti

Macau

Malta

Ukraine 5

5

5

5

5

6

Venezuela 5

Virgin Islands 5

Cambodia 4

Croatia 4

Ethiopia 4

Cuba 3

Estonia 3

Yemen 3

Angola 2

British Indian

Ocean Territory
2

French Polynesia 2

Gabon 2

Guyana 2

Iceland 2

Iraq 2

Jamaica 2

Slovenia 2

Suriname 2

Syrian Arab

Republic
2

Czech Republic 48

Norfolk Island 48

Costa Rica 51

France 66

Malaysia 75

Peru 77

Thailand 78

Singapore 79

Taiwan 90

Phillippines 89

Japan 93

Argentina 94

Poland 107

Sweden 111

Colombia 111

Finland 132

United Kingdom 147

Hong Kong 149

Saudi Arabia 154

Spain 172

Qatar 179

Republic of Korea 198

Italy 198

Chile 203

Turkey 237

Germany 324

Mexico 356

Brazil 717

United Arab

Emirates
816

China 1,282

India 1,586

Canada 4,375

Afghanistan 1

Andorra 1

Armenia 1

Barbados 1

Benin 1

Bhutan 1

Botswana 1

Burkina Faso 1

Burundi 1

Congo 1

Cyprus 1

Equatorial Guinea 1

Falkland Islands 1

Fiji 1

Ghana 1

Iran 1

Kyrgyzstan 1

Laos 1

Latvia 1

Liberia 1

Luxembourg 1

Madagascar 1

Maldives 1

Mozambique 1

Swaziland 1

Pitcairn Islands 1

Rwanda 1

Saint Lucia 1

TOTAL 58,922

Turkmenistan 1

Tunisia 1

Sudan 1

Serbia and

Montenegro

Federal Republic

1

Senegal 1

（出典　�LEED IN MOTION： PLACES AND POLICIES　 LEED-Certified 
Projects Over Time）
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